
第６回「いのちの子ども」

－なんともチグハグな人間世界－

川﨑 二三彦

本誌執筆者のプロフィール欄が充実しているので、これまで本欄に書いていた前置きは、そちらに転居、統合しました。

「紛争が絶えないパレスチナとイス

ラエル。余命を宣告されたパレスチナ

人の子どもを救うために、一人のイス

ラエル人医師が立ち上がった」

という前振り（実はこれ、予告編冒

頭のナレーション）を聞かされると、

なるほど映画のストーリーとしては何

かが起きるぞ、という期待感がもてる。

ところがこの映画、フィクションでは

なくて完全なドキュメントなのであ

る。パレスチナとイスラエル両方の人

が交錯するので、ときに混乱してしま

ったけれど、監督のイスラエル人テレ

ビジャーナリスト・エルダールが追い

かけるのは、余命わずかと宣告された

パレスチナの子どもと、彼を救おうと

するイスラエル人医師及びその周辺の

たくさんの人たちである。

＊

とはいえ、知識少ない私は端から事
はな

情が呑み込めない。何しろナレーショ

ンが「イスラエルのユダヤ人とパレス

チナのアラブ人をつなぐ唯一の架け橋

であるテルアビブ近郊の病院」と言っ

た途端、「へえ、そういうことなの？」

と驚くしかないのだから。

そもそもテルアビブとガザ地区の地

理上の関係もよくわからず、映画のパ

ンフにもテルアビブは載っていなかっ

たので、後から地図で確認してみた。

映画を観ている間は、何となくガザ地

区のすぐ隣ぐらいに考えていたのだけ

れど、思っていたより遠い。というこ

とは、ガザのアラブ人は、治療などの

ためイスラエル国内にたびたび出かけ

ているということなのか、と考えてみ

たりする。

余談だが、私がまだ学生だった 1972

年、テルアビブ空港で日本赤軍が無差

別に銃を乱射し、居合わせた約百名が

死傷するという大事件があった。実は

このとき開かれた学生自治会の大会

で、「無差別大量殺人は許せない」と

発言した瞬間、私はあっという間に赤

ヘル学生に取り囲まれ、ビラを丸めた

紙つぶてが飛んでくるわ竹竿で突かれ

るわで立ち往生するはめに陥った。そ

れもそのはず当時の自治会執行部は、

実は日本赤軍と深い関係を持っていた

のである。以来、私がパレスチナ問題

について語ることはないのだが、今回

は本作品に触発され、何十年ぶりかで

おずおずと書いている次第。

さて映画は、つまりこのドキュメン

トは、アラブ人で骨髄移植が必要な生

テルアビブ



後 4 ヵ月の赤ん坊を診たイスラエル人

医師が、テレビで影響力を持つ本映画

の監督に助力を請うところからスター

トする。彼はたぶん、要請に応じつつ

これをドキュメントに仕立てようと考

えたのであろう。

中には匿名を条件とした者もいたと

いうけれど、この呼びかけに多くのイ

スラエル人が協力し、手術に必要な 5

万 5 千ドルはまたたくまに集まってい

く。

「ホテル・ルワンダ」という映画に

もなったルワンダ内戦では、ツチ族と

みるやそれだけでフツ族過激派が虐殺

を繰り返したはずだが、ここパレスチ

ナでは、国家的な対立と抗争が長く続

いてはいても、こういう形で惜しみな

い援助がなされるのか、と私はまたま

た知らない事実を教えられて感心す

る。

ところがどっこい、輸血のために親

戚がガザから病院へ向かうちょうどそ

のとき、紛争が勃発してイスラエルに

よるガザ地区攻撃が始まってしまう。

そのため検問所は閉ざされるのだが、

そこはテレビの力なのかどうか、何と

か切り抜ける。

映画は、一人の子どもの命を救うた

めに必死になっている人々と、まさに

同じ時、同じ地域、同じ人々によって

街が破壊されていく様子を並べて映

し、皮肉でも何でもなく私たちの前に

提示する。付け加えれば、イスラエル

側にガザ地区の悲惨な姿を生々しく伝
なまなま

えたのは、やはり本作の監督エルダー

ルだ。彼は、イスラエルで活躍するア

ラブ人医師が軍医としてガザ地区に入

り、自分の娘の死を知って悲嘆に眩れ
く

る肉声を、生放送で流したのである。

一方で石を積み、他方でそれを蹴飛ば

し、また積み上げる。人間はまことに

チグハグというほかない。

一方、イスラエル人医師によって我

が子の手術を受けるアラブ人の両親

は、イスラエルの援助を受けることを、

同じアラブ人から厳しく非難される。

不安を覚えた母親は、監督のインタビ

ューにチグハグな返答をし、いぶかし

がられる。

どうも映画を見、こうして書いてい

ても複雑すぎて理解不足は否めない。

とにかく言えることは、たった一人の

子どもに対する治療をめぐっても、い

わば二千年余り続く民族対立の歴史が

象徴的に現れるということだ。

とはいえ、石を積むエネルギーの源

は、幼い子どもの命であることに間違

いはない。この命を前にすると、二千

年の対立も何もかもが消し飛ぶのであ

る。治療の成功を素直に喜びつつ、子

どもの力の大きさを思い知った映画で

あった。
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